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自動車で食品関係の営業を始める方へ 
～営業許可を受けるまで～ 

 自動車を用いて食品関係の営業を行う場合、法律で定められた業種は許可が必要です。許可を

受けるまでの流れは次のとおりです。 

必要な書類等を揃えるために時間がかかることがありますので、準備は早めに始めてください。

● 札幌市内に営業基地がある方の相談窓口（業務時間：平日8:45～17:15） 

札幌市保健所 食の安全推進課 食品監視係  

札幌市中央区大通西19丁目 WEST19ビル 3階 

TEL：011-622-5170 FAX：011-622-5177 

※１ 道内に営業基地がある方は、営業基地を所管する保健所に相談してください。 

※２ 道外に営業基地がある方は、主たる営業場所（予定を含む）を所管する保健所に相談してください。

事前相談 
【窓口は下記】 

必要書類の提出 

【申請開始】

車両の確認検査 

許可証の交付 

◎ 窓口又はインターネットにより必要書類を提出して下さい。 

◎ 遅くても営業開始の2～３週間前までに済ませて下さい。 

（申請から許可証交付までの標準期間は飲食店営業で 

１４日です。） 

◎ 手数料納入時に営業車を札幌市保健所（下記）へお持ちくださ

い。営業車をけん引する場合は、けん引車も必要になります。

◎ 検査の際は、原則、申請者が立ち会って下さい。 

◎ 施設基準に適合しない場合は許可になりません。不適事項を改

善後、再検査を受けてください。 

◎ 施設基準適合確認後、原則14日以内に許可証を交付します。

１．許可を受けるまでの流れ

◎ 窓口申請の場合は書類提出時に、インターネット申請の場合は

申請後に窓口で、現金で手数料を納入してください。

（インターネットからは手数料の納入はできません。）

◎ 手数料が納入されないと申請は完了しませんのでご注意ください。 

営業開始 ◎ 許可証と食品衛生責任者の氏名を、車内に掲示してください。

（外来者から見やすい位置に掲示） 

◎ 営業車の側面等の車の見やすい位置に許可済車である旨掲示し

てください 

手数料納入 

【申請完了】 

◎ 営業内容には一定の制限があり、必要な設備等（施設基準）も

あります。（2～3ページ参照） 

◎ 車を改造★する前に、車内平面図等をお持ちの上、ご相談くださ

い。 
★ 改造内容が、関係法令（道路法や道路交通法など）に適

合することも確認してください。車検証（許可申請時に

必要）の内容に変更が生じる場合等があります。 

R4.8.2作成
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２．自動車営業が可能な業種と営業の制限など

換気扇 

（１）手書きの場合、黒のボールペンで定規を使って正確に書いてください（鉛筆やシャープペンシ

ル、消せるボールペン等は不可） 

（２）営業室及び設備の寸法を記入してください。側面図では営業室内の高さも記入してください。

３．施設の図面例

業種 タンク容量 営業の制限等

飲食店

営業 

40L 

・ 1工程までの簡易な調理のみ行うこと。 

・ 車内の調理は原則として加熱、成型程度とすること。 

・ 調理を要する取扱品目は、原則として１～2品目程度とすること。 

・ 使用する水は手洗い程度で、調理にはほとんど水を使用しないこと。 

・ 提供食数に見合った数の器具類を用意すること。 

※器具類を洗浄する場合、タンクの容量が80L必要。 

80L 

・ ２工程程度までの簡易な調理のみ行うこと。 

・ 車内の調理は原則として加熱、成型程度とすること。 

・ 調理を要する取扱品目は、原則として１～２品目程度の提供とすること。 

・ 使用する水は手洗いの他調理にも使用できる。 

200L

・ 調理に大量の水を要する調理を行うことができる 

・ 車内でのカット等の下処理を行うことができる 

※営業室の大きさや、設備によって品目数や調理工程に制限をかける場合があ

ります。事前にご相談ください。 

以下のように自動車営業にはタンク容量等に応じて制限があります。詳細な制限や、可能な業種に

ついては職員にご相談ください。 

※自動車で可能な業種に飲食店営業以外にも食肉処理業もあります。詳細は札幌市保健所までご連絡ください。
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４．施設基準・指導基準のポイント 

貯水タンク 

廃水タンク 

【運転席】

シンク 

【営業室】 

（１）営業室の区画、営業室の広さ、貯水・廃水タンクの容量 

営業室はそれ以外の場所

（運転席など）と区画す

る 

貯水タンクに入れる使用

水は、水道水又は飲用に

適する水（滅菌等の処理

をした飲用適の井（泉）

水）とすること。 

換気設備 

防虫設備 （窓を開けて営業す

る場合や換気口を設ける場合

は網戸を付けるなど） 

（２）洗浄設備、手洗い設備、保管設備、換気設備、床の材質など 

貯水タンクから直接水が供給さ

れる洗浄設備及び流水式手洗い

設備、（手洗い設備の水栓は再汚

染防止構造）、消毒装置 

床面、内壁、天井：清掃、洗浄

及び消毒を容易に行うことが

できる材料、構造 

作業、清掃等を十分に行うた

めに必要な照度を確保できる

照明設備 

手洗い

ごみ箱

廃水タンク 

貯水タンク 

■手洗い設備の「再汚染防止構造」とは？ 

洗浄後の手で蛇口などを触らずに水を止めることのできる構造のことをいいます。 

センサー

式

例）

ひじで操作
可能な 
レバー
ハンドル

押しボタンで
吐水し、
一定時間後に
自動止水

足踏み
式 

押

温度計を備えた冷蔵・冷凍

設備※冷蔵・冷凍保管が必

要な食品を取り扱う場合 

シンク
原材料や洗剤等の保管設備

例：戸棚など 

１日の営業において必要な容量の水を

供給し、かつ廃水を保管することがで

きる貯水設備 

不浸透性を有し、かつ十分な容

量の廃棄物保管設備（ごみ箱） 

※汚液及び汚臭が漏れないこと 
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チェック欄 書    類 備      考 

□ 営業許可申請書

インターネットで申請する場合は所定のフォームに記載事

項を入力してください。 

法人の場合、申請書に法人番号の記載が必要です。法人番号

がわからない場合は、登記事項証明書を添付してください。

□ 車内平面図・側面図 
設備器具の名称・寸法が記入されている図面を提出してく

ださい。 

□ 

[下処理作業がある場合］ 

下処理作業を行うための施設

の営業許可証の写し 

仕込み場所は、原則として、提供品目に応じた業種の営業許

可を受けている施設である必要があります。 

□ 
食品衛生責任者の 

資格を証明するもの

調理師や栄養士の免許証、食品衛生責任者資格者養成講習

会受講修了証などをご持参ください。 

□ 
水質検査成績書（コピー） 

[1年以内に実施したもの] 

営業車で使用する水が、井戸水（地下水）の場合に必要です。

水質検査を行っている建物の管理者等からコピーを入手し

てください。 

□ 自動車検査済証（車検証） 
トレーラー型車両の場合、牽引車と被牽引車それぞれの 

車検証が必要です。 

□ 申請手数料 
・飲食店営業 １７,５００円

・食肉処理業 ２９,０００円

５．許可申請に必要なもの（自動車営業） 

※申請内容によっては、追加の資料提出が必要になる場合があります。 

※申請書とフローシートの様式は、保健所又は各区保健センターの窓口にご用意しております。 

HPからダウンロードも可能です。→https://www.city.sapporo.jp/hokenjo/shoku/eigyo/kyokasinkikaigyo.html

６．許可を取得し、営業を開始する前に必要な事項

■食品衛生責任者の資格を得るには？■ 
『食品衛生責任者資格者養成講習会』を受講すると資格を得ることができます。 

講習会はe-ラーニング形式及び集合形式で実施しています。 

受講申込み先：（一社）札幌市食品衛生協会 ホームページ もしくは 窓口へ 

受講問合せ先：（一社）札幌市食品衛生協会（保健所内）（電話：011-614-8088） 

受 講 料：１０，０００円 コンビニ払い（ネット申込時）or窓口払い（窓口での申込時） 

■HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の実施が必要です。 

・自動車の許可業種にあった手引書を、厚生労働省のホームページ※から探し、該当する手引書に

基づいて衛生管理計画を作成してください。 

・作成した衛生管理計画に沿って衛生管理を実施し、実施状況を記録、保存してください。 

※厚生労働省ホームぺージアドレス https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000179028_00003.html 


